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【手続補正書】
【提出日】令和1年10月4日(2019.10.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の結晶方位を有しかつ平面視において第１方向及び第２方向を有する水晶片と、
　交番電界を印加したとき前記水晶片に前記第１方向に主要振動を有する厚みすべり振動
を励振するように前記水晶片の表面及び裏面にそれぞれ設けられた励振電極と、
を備え、
　前記水晶片における厚みすべり振動を主要振動とする振動分布が、前記水晶片の前記第
２方向に帯状に延在する振動領域と、前記水晶片の前記第１方向において前記振動領域の
両側にそれぞれ隣接する非振動領域とを有し、
　前記水晶片の前記第２方向の両端のそれぞれの辺と前記励振電極との間の距離Ｇとし、
前記水晶片におけるそれぞれの前記励振電極の間の厚さＴとすると、
　０≦Ｇ／Ｔ≦０．５
の関係を有する、水晶振動素子。
【請求項２】
　平面視において第１方向及び第２方向を有するＡＴカットされた水晶片と、
　前記水晶片の表面及び裏面に対向して設けられた励振電極と、
を備え、
　前記水晶片における前記励振電極で励振された前記第１方向に主要振動を有する厚みす
べり振動の振動分布が、前記第２方向で対向する前記水晶片の２つの辺を横切るように延
在しかつ前記第１方向に距離をあけて対向して設けられた２つの振幅の節と、前記２つの
節で挟まれた位置に設けられた振動領域の振幅の腹とを有し、
　前記水晶片の前記第２方向の両端のそれぞれの辺と前記励振電極との間の距離Ｇとし、
前記水晶片におけるそれぞれの前記励振電極の間の厚さＴとすると、
　０≦Ｇ／Ｔ≦０．５
の関係を有する、水晶振動素子。
【請求項３】
　所定の結晶方位を有しかつ平面視において第１方向及び第２方向を有する水晶片と、
　前記第１方向の中央部に位置し少なくとも厚みすべり振動で振動する振動領域と、前記
第１方向において前記振動領域の両側を挟む非振動領域とを有するように前記水晶片の表
面及び裏面にそれぞれ設けられた励振電極と、
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を有し、
　前記振動領域と前記非振動領域との境界が、前記水晶片の前記第２方向で対向する前記
第１方向に延びる２つ辺を結び、前記第２方向に波状に延びており、
　前記水晶片の前記第２方向の両端のそれぞれの辺と前記励振電極との間の距離Ｇとし、
前記水晶片におけるそれぞれの前記励振電極の間の厚さＴとすると、
　０≦Ｇ／Ｔ≦０．５
の関係を有する、水晶振動素子。
【請求項４】
前記振動領域における強振動領域が、前記表面の前記第１方向に延びる一方の辺と、前記
一方の辺と前記第２方向に離れて対向する前記裏面の前記第１方向に延びる他方の辺とに
位置する互いに逆位相の第１分布を有している、請求項１から３のいずれか一項に記載の
水晶振動素子。
【請求項５】
前記第１分布が、前記第１方向に長い楕円を縦半分に割った半楕円状の分布を有している
、請求項４に記載の水晶振動素子。
【請求項６】
　前記振動領域における強振動領域が、前記第１分布に対して、前記第２方向に並んで配
置される前記表面及び前記裏面のそれぞれに位置する第２分布をさらに有している、請求
項４又は５に記載の水晶振動素子。
【請求項７】
　前記第２分布が、前記第１方向に長い楕円状の分布である、請求項６に記載の水晶振動
素子。
【請求項８】
前記振動領域における前記表面の法線の方向である第３方向の変位成分の強振動領域が、
前記水晶片の前記第１方向の中点で前記第２方向に延びる中間線を基準に、前記中間線の
前記第１方向の一方側にあって前記第１方向に沿って並ぶ複数の一方の分布と、前記中間
線の前記第１方向の他方側にあって前記第１方向に沿って並び、かつ前記一方の分布と互
いに逆位相である複数の他方の分布とを含む第３分布をさらに有している、請求項４から
７のいずれか一項に記載の水晶振動素子。
【請求項９】
　前記励振電極が、前記水晶片の前記第２方向の両端から隙間を有して設けられた、請求
項１から８のいずれか一項に記載の水晶振動素子。
【請求項１０】
　０＜Ｇ／Ｔ≦０．５
の関係をさらに有する、請求項１から９のいずれか一項に記載の水晶振動素子。
【請求項１１】
　Ｇ／Ｔ≦０．２
の関係をさらに有する、請求項１０記載の水晶振動素子。
【請求項１２】
　０．０００２≦Ｇ／Ｔ
の関係をさらに有する、請求項１０又は１１に記載の水晶振動素子。
【請求項１３】
　前記水晶片の前記第２方向の幅Ｗとすると、
　Ｗ／Ｔ≦１０．２の関係をさらに有する、請求項１０から１２のいずれか一項に記載の
水晶振動素子。
【請求項１４】
　前記振動領域が、前記水晶片の前記第２方向における前記励振電極の両端に至るまで分
布している、請求項１から８のいずれか一項に記載の水晶振動素子。
【請求項１５】
　前記振動領域が、一つ又は複数の強振動領域を有する、請求項１から１４のいずれか一
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項に記載の水晶振動素子。
【請求項１６】
　前記水晶片を平面視したとき、前記第１方向と前記第２方向とに直交する辺を有する長
方形状である、請求項１から１５のいずれか一項に記載の水晶振動素子。
【請求項１７】
　前記第１方向は、前記水晶片の結晶方位のＸ軸方向である、請求項１から１６のいずれ
か一項に記載の水晶振動素子。
【請求項１８】
　前記水晶片の外周を囲む枠体と、
　前記水晶片と前記枠体とを連結する連結部材と
をさらに備えた、請求項１から１７のいずれか一項に記載の水晶振動素子。
【請求項１９】
　請求項１から１８のいずれか一項に記載の水晶振動素子と、
　前記水晶片を励振可能に支持する基板と、
を備え、
　前記水晶片が、前記基板上に導電性保持部材を介して励振可能に支持された、水晶振動
子。
【請求項２０】
　前記基板に接合材を介して接合された蓋部材をさらに備え、
　前記水晶片が前記基板と前記蓋部材との内部空間に設けられた、請求項１９に記載の水
晶振動子。
【請求項２１】
　請求項１８に記載の水晶振動素子と、
　前記水晶片を励振可能に内部空間に収容するように前記水晶片の表裏側においてそれぞ
れ前記枠体に接合された第１及び第２基板と、
を備えた、水晶振動子。
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